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襖
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六
所
家
は
、
富
士
市
中
央
部
に
位
置
す
る
今
泉
地
区
に
あ
る
。
そ
の
歴
史
は

古
く
、
鎌
倉
時
代
に
は
富
士
山
信
仰
の
拠
点
と
さ
れ
た
東
泉
院
と
い
う
密
教
寺

院
を
営
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
近
年
、
現
当
主
の
申
し
出
に
よ
り
、
当

市
が
、
建
物
を
含
め
た
敷
地
や
、
主
屋
・
土
蔵
に
収
め
ら
れ
た
膨
大
な
資
料
の

保
存
・
利
活
用
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
う
ち
、
当
館
で
は
、
土
蔵
や
主
屋
に
あ
っ
た
資
料
約
四
万
七
千
点
を
対

象
に
、
平
成
一
八
年
度
に
基
礎
整
理
を
行
い
、
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
に
お

い
て
建
物
現
況
調
査
を
行
っ
た
。
一
九
年
度
か
ら
は
総
合
調
査
事
業
と
し
て
文

化
振
興
課
が
庭
園
測
量
図
面
作
成
等
基
礎
調
査
と
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
を
行
い
、

当
館
は
引
き
続
き
古
文
書
・
書
画
・
民
俗
の
各
分
野
の
詳
細
調
査
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
平
成
一
九
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
六
所
邸
建
物
現
況
調
査
報

告
書
』
を
も
と
に
、
襖
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
た
状
況
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
描

い
た
作
者
に
言
及
し
て
今
後
の
調
査
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

一
、
六
所
家
と
東
泉
院 

 

富
士
市
今
泉
八
丁
目
の
六
所
家
は
、
明
治
初
年
ま
で
東
泉
院
と
い
う
寺
院
を

営
ん
で
お
り
、
富
士
郡
下
方
浅
間
五
社
別
当
職
を
代
々
世
襲
し
て
き
た
。
東
泉

院
の
創
建
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
初
期
、
妙
行
法
師
が
興
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
当
初
は
浄
土
院
と
号
し
、
村
山
（
現
富
士
宮
市
）
の
興
法
寺
と

共
に
富
士
山
修
験
道
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。 

 

竹
谷
靭
負
氏
の
論
考

註

（

一

）

に
よ
る
と
、
中
村
高
平
『
駿
河
志
料
』
第
二
巻
「
富
士

山
東
泉
院
」
の
条
に 

 
 

村
山
別
当
の
古
書
に
、
興
法
寺
開
祖
頼
尊
と
あ
り
、
当
院
も
然
り
、
元
一

寺
に
て
、
共
に
修
験
な
り
。 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
興
法
寺
と
東
泉
院
は
共
に
修
験
系
の
寺
院
で
、
元
来
一
つ

の
寺
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
谷
氏
は
、
頼
尊
が
村
山
興
法
寺

と
共
に
、
東
泉
院
及
び
中
里
村
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
を
も
兼
帯
し
て
い
た
と
推

測
し
て
い
る
。 
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戦
国
時
代
の
東
泉
院
は
、
興
法
寺
と
と
も
に
今
川
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
た

と
さ
れ
、
今
川
氏
の
使
僧
と
し
て
各
地
の
戦
国
大
名
の
も
と
へ
走
り
軍
事
的
役

割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
つ
の
土
地
を
領
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
六
所
姓
を
名
乗
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。 

 

江
戸
時
代
の
東
泉
院
は
、
醍
醐
寺
派
の
密
教
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
、
幕
末
か

ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
、
一
四
代
将
軍
・
徳
川
家
茂
や
皇
女
和
宮
が
立
ち
寄

る
な
ど
、
格
式
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る
。 

 

二
、
主
屋
の
構
造 

 

六
所
邸
建
物
現
況
調
査
は
、
富
士
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
の
委
託
に
よ

り
、
静
岡
県
伝
統
建
築
技
術
協
会
理
事
の
石
川
薫
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
本

調
査
で
は
、
六
所
家
の
主
屋
・
土
蔵
・
門
塀
に
つ
い
て
測
量
が
行
わ
れ
、
平
面

図
・
断
面
図
・
側
面
図
・
正
面
図
な
ど
が
作
図
さ
れ
た
。
今
回
は
、
本
調
査
報

告
書
を
も
と
に
、
主
屋
の
構
造
や
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
（
図
１
参
照
）
。 

 

六
所
家
主
屋
は
、
木
造
平
家
建
て
、
寄
棟
屋
根
桟
瓦
葺
の
建
物
で
、
延
べ
床

面
積
は
二
三
四
．
八
二
㎡
（
七
一
．
〇
五
坪
）
で
あ
る
。
南
側
正
面
中
央
に
間

口
二
間
の
式
台
玄
関
を
構
え
玄
関
を
入
る
と
幅
一
間
の
畳
縁
と
な
る
。
畳
縁
は

通
り
土
間
を
除
く
南
面
一
帯
か
ら
引
き
違
い
建
具
を
介
し
て
東
側
一
帯
に
ま
で

つ
な
が
り
、
東
側
北
端
に
は
幅
一
間
の
押
入
れ
が
備
わ
る
。
外
部
は
ヌ
レ
縁
を

備
え
た
土
庇

ど

び

さ

し

が
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。 

 

式
台
玄
関
か
ら
畳
縁
を
通
っ
た
八
畳
間
は
、
正
面
右
手
に
幅
一
間
の
先
祖
祀

り
の
た
め
の
神
棚
を
備
え
る
。
こ
の
八
畳
間
東
側
に
は
、
床
の
間
と
付
書
院
を

備
え
た
九
畳
間
、
西
側
に
は
土
間
へ
つ
な
が
る
八
畳
間
が
備
わ
る
。 

 

神
棚
裏
に
は
九
畳
間
が
あ
り
、
東
側
は
押
入
れ
を
備
え
た
八
畳
間
、
西
側
は

一
〇
畳
広
さ
の
板
の
間
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
間
の
北
側
に
は
幅
三
尺
の

縁
側
が
通
っ
て
い
る
。 

 

以
上
主
要
六
間
の
柱
間
装
置
は
、
神
棚
と
床
の
間
廻
り
の
壁
以
外
に
は
全
て

障
子
や
襖
の
建
具
が
入
る
。
こ
の
内
、
障
子
は
床
の
間
付
き
九
畳
間
の
東
面
一

間
半
と
南
面
二
間
及
び
北
側
の
縁
側
と
各
室
と
の
境
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
以
外

の
部
屋
の
境
に
は
襖
が
用
い
ら
れ
る
。 

 

南
・
東
・
北
側
の
三
方
に
廊
下
を
突
き
出
し
て
便
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

建
物
の
西
側
に
土
間
を
設
け
る
が
、
土
間
は
大
黒
柱
の
通
り
で
前
後
に
分
か

れ
、
前
土
間
の
南
側
に
内
玄
関
、
西
側
に
大
戸
を
備
え
た
勝
手
口
と
し
、
南
西

角
に
三
畳
間
を
備
え
る
。
後
土
間
に
は
後
に
増
築
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
浴
室
か

ら
、
外
部
の
カ
マ
ド
や
外
流
し
へ
つ
な
が
る
。
後
土
間
か
ら
幅
一
間
の
廊
下
へ

上
が
り
、
北
側
へ
突
き
出
し
た
台
所
へ
つ
な
が
る
。 

 

以
上
が
主
屋
の
概
要
で
あ
る
。
続
い
て
本
調
査
に
基
づ
く
石
川
氏
の
所
見
に

よ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

小
屋
裏
等
に
お
け
る
調
査
で
も
、
棟
札
な
ど
の
建
立
経
緯
を
記
し
た
史
料
は

発
見
さ
れ
ず
、
部
材
の
風
蝕
具
合
や
材
の
使
い
方
、
意
匠
な
ど
の
外
見
か
ら
明

治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。 

ま
た
、
平
面
形
式
は
、
片
側
に
土
間
を
配
置
し
、
大
黒
柱
の
通
り
を
は
さ
ん
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で
六
つ
の
部
屋
が
二
列
に
並
ぶ
、
民
家
建
築
の
形
式
で
は
「
併
列
六
間
取
り
型
」

と
よ
ば
れ
る
間
取
り
で
、
こ
れ
は
名
主
や
財
産
家
な
ど
の
家
に
多
く
み
ら
れ
る

と
い
う
。
正
面
中
央
に
格
式
を
持
つ
式
台
玄
関
を
設
け
、
部
屋
の
周
囲
に
畳
縁

や
縁
側
を
配
し
た
大
規
模
な
住
宅
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

土
間
境
奥
の
部
屋
は
一
〇
畳
広
さ
の
板
の
間
と
し
、
天
井
に
大
き
な
煙
出
し

を
備
え
て
い
る
の
で
、
以
前
は
囲
炉
裏
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て

い
る
。 

土
間
部
分
は
、
農
家
な
ど
で
は
通
り
土
間
と
し
て
広
い
空
間
と
す
る
が
、
こ

こ
で
は
大
黒
柱
の
通
り
で
前
後
二
室
に
分
け
、
前
土
間
は
人
が
出
入
り
す
る
ウ

チ
ニ
ワ
、
後
土
間
は
ダ
イ
ド
コ
ロ
の
扱
い
を
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。 

増
築
箇
所
は
浴
室
、
台
所
の
ほ
か
、
東
側
に
突
き
出
し
た
便
所
が
畳
縁
と
の

取
り
合
い
が
不
自
然
で
あ
り
、
土
庇
を
分
断
す
る
形
で
取
り
付
い
て
い
る
の
で
、

後
か
ら
付
け
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。 

部
屋
廻
り
の
柱
は
全
て
五
寸
角
の
ヒ
ノ
キ
で
、
土
間
廻
り
の
柱
は
五
．
五
寸

角
の
ケ
ヤ
キ
、
大
黒
柱
は
九
寸
角
の
ケ
ヤ
キ
と
い
う
全
体
的
に
少
し
太
い
柱
を

多
用
し
て
お
り
、
整
然
と
組
ま
れ
た
小
屋
梁
組
な
ど
は
比
較
的
新
し
い
建
築
手

法
で
あ
り
、
特
に
素
晴
ら
し
い
材
料
や
意
匠
は
見
ら
れ
な
い
が
、
重
厚
な
造
り

で
由
緒
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。 

 

三
、
各
室
の
襖
絵
に
つ
い
て 

 

本
稿
で
紹
介
す
る
襖
絵
に
、
①
〜
⑨
の
番
号
を
振
っ
て
設
え
ら
れ
て
い
た
位

置
を
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
い

く
。 

 

①
（
東
面
）
書
画
貼
り
交
ぜ 

（
西
面
）
板
戸 

 

式
台
玄
関
を
あ
が
り
、
畳
縁
を
通
っ
て
正
面
に
あ
る
、
先
祖
祀
り
の
神
棚
を

備
え
た
八
畳
間
と
、
西
側
の
土
間
へ
続
く
八
畳
間
の
境
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い

た
二
間
幅
の
襖
で
、
四
面
か
ら
な
る
。
神
棚
の
あ
る
部
屋
側
、
つ
ま
り
襖
の
東

面
に
は
、
短
冊
や
扇
面
、
色
紙
な
ど
に
表
さ
れ
た
和
歌
や
漢
詩
な
ど
の
書
や
画

が
貼
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
土
間
に
近
い
部
屋
側
、
つ
ま
り
襖
の
西
面

は
、
板
戸
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
は
、
東
面
に
つ
い
て
少
し
紹
介
を
す
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
詳

述
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
以
下
、
最
も
右
の
も
の
を
第
一
面
と
し
、
最
も

左
の
も
の
を
第
四
面
と
す
る
。 

東
面
第
一
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
六
．
〇
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

ⅰ
漢
詩
（
扇
面
） 

香
雪
庵
筆 

紙
本
墨
書 

二
三･

二
㎝
×
四
七･

〇
㎝ 

ⅱ
短
歌
「
雪
」 

大
綱
筆 

紙
本
墨
書 

二
九･

〇
㎝
×
一
五･

三
㎝ 

ⅲ
漢
詩 

柴
山
桂
一
筆 

紙
本
墨
書 

一
〇
八･

〇
㎝
×
二
九･

二
㎝ 

ⅳ
短
歌
（
短
冊
） 

典
海
筆 

紙
本
墨
書 

三
六･

一
㎝
×
五･

九
㎝ 

ⅴ
高
士
観
瀑
図
（
短
冊
） 

介
寿
筆 

紙
本
墨
画 

三
六･

一
㎝
×
六･

〇
㎝ 

ⅵ
竹
に
雀
図 

禀刅

筆 

紙
本
墨
画 

六
六･

六
㎝
×
二
六･

六
㎝ 
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① 

② ③ 

④ 
⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 
⑩ 

⑨ 

図１：六所家主屋平面図及び襖絵の配置 

   (『六所邸建物現況調査報告書』をもとに作成) 
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①
東
面
第
四
面
 

①
東
面
第
三
面
 

①
東
面
第
二
面
 

①
東
面
第
一
面
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東
面
第
二
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
六
．
二
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

ⅰ
書
「
水
月
」 

大
綱
筆 

紙
本
墨
書 

二
九
．
〇
㎝
×
三
七
．
五
㎝ 

ⅱ
短
歌
「
十
日
菊
」（
色
紙
）
千
浪
筆 

紙
本
墨
書 

二
〇
．
一
㎝
×
一
八
．
四
㎝ 

ⅲ
詠
狐
婚
姻
歌
並
反
歌 

清
年
筆 

紙
本
墨
書 

九
八
．
五
㎝
×
二
八
．
六
㎝ 

ⅳ
短
歌
（
短
冊
） 
直
胤
筆 

紙
本
墨
書 

三
六
．
三
㎝
×
六
．
一
㎝ 

ⅴ
嵐
山
春
色
図
（
短
冊
） 
友
山
筆 

紙
本
著
色 

三
六
．
三
㎝
×
六
．
一
㎝ 

ⅵ
竹
画
賛 

竹
後
直
顕
筆 
紙
本
墨
書
画 

七
二
．
六
㎝
×
二
七
．
一
㎝ 

東
面
第
三
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
三
㎝
×
八
六
．
〇
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

ⅰ
俳
画 

六
行
筆 

紙
本
墨
書
画 

一
〇
三
．
六
㎝
×
二
八
．
〇
㎝ 

ⅱ
梅
に
雀
図 

寿
冶
筆 

紙
本
墨
画 

五
八
．
四
㎝
×
二
六
．
五
㎝ 

ⅲ
短
歌
（
短
冊
） 

乕
法
筆 

紙
本
墨
書 

三
六
．
三
㎝
×
六
．
一
㎝ 

ⅳ
福
助
図
（
短
冊
） 

紙
本
著
色 

三
六
．
六
㎝
×
六
．
〇
㎝ 

ⅴ
墨
蘭
図 

介
寿
筆 

紙
本
墨
画 

二
六
．
四
㎝
×
五
七
．
〇
㎝ 

東
面
第
四
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
〇
㎝
×
八
六
．
二
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

ⅰ
書
（
扇
面
） 

合
作 

紙
本
墨
書 

一
九
．
〇
㎝
×
四
二
．
五
㎝ 

ⅱ
短
歌
（
色
紙
） 

紙
本
墨
書 

一
九
．
六
㎝
×
一
六
．
九
㎝ 

ⅲ
書
「
安
静
」 

米
翁
筆 

紙
本
墨
書 

二
九
．
三
㎝
×
五
一
．
〇
㎝ 

ⅳ
石
榴
図 

木
須
筆 

紙
本
墨
画
淡
彩 

九
四
．
六
㎝
×
二
九
．
〇
㎝ 

ⅴ
短
歌
（
短
冊
） 

常
宥
筆 

紙
本
墨
書 

三
六
．
五
㎝
×
五
．
九
㎝ 

ⅵ
山
水
画
賛
（
短
冊
） 

大
塚
半
山
筆 

絹
本
墨
書
画 

 

三
六
．
〇
㎝
×
六
．
〇
㎝ 

ⅶ
里
芋
図 

東
明
筆 

紙
本
墨
画 

三
六
．
九
㎝
×
二
三
．
四
㎝ 

②
（
東
面
）
山
水
図 

（
西
面
）
書
画
貼
り
交
ぜ 

 

神
棚
付
き
の
八
畳
間
と
、
そ
の
東
側
の
床
の
間
と
付
書
院
の
あ
る
九
畳
間
と

の
境
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
た
二
間
幅
の
襖
で
、
四
面
か
ら
な
る
。
床
の
間
付

き
の
部
屋
側
、
つ
ま
り
襖
の
東
面
に
は
、
四
面
に
わ
た
っ
て
大
画
面
の
山
水
図

が
描
か
れ
る
。
神
棚
付
き
の
八
畳
間
に
お
い
て
は
、
①
の
東
面
と
②
の
西
面
と

が
対
面
す
る
格
好
と
な
り
、
②
の
西
面
に
は
、
①
の
東
面
と
同
様
、
書
画
が
貼

り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

東
面 山

水
図 

紙
本
墨
画
金
砂
子 

 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 

一
七
三
．
五
㎝
×
八
三
．
五
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三
．
〇
㎝
×
八
九
．
四
㎝
×
二
．
九
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
三
．
五
㎝
×
八
三
．
五
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三
．
〇
㎝
×
九
一
．
二
㎝
×
三
．
八
㎝ 

（
法
量
）
第
三
面 

本
紙 

一
七
三
．
五
㎝
×
八
四
．
〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
三
．
八
㎝ 

（
法
量
）
第
四
面 

本
紙 

一
七
三
．
五
㎝
×
八
三
．
五
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
二
．
九
㎝ 
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②
東
面
山
水
図
第
四
面
 

②
東
面
山
水
図
第
三
面
 

②
東
面
山
水
図
第
二
面
 

②
東
面
山
水
図
第
一
面
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落
款
が
な
く
、
作
者
も
制
作
年
代
も
正
確
に
は
知
れ
な
い
。
主
屋
の
部
屋
の

中
で
は
最
上
位
に
あ
た
る
た
め
、
引
き
手
に
は
金
が
施
さ
れ
、
一
六
枚
の
花
弁

を
も
つ
天
皇
家
の
「
十
六
弁
八
重
表
菊
紋
」
と
同
じ
紋
章
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

全
体
に
近
景
か
ら
中
景
の
山
々
が
描
か
れ
、
第
二
面
引
き
手
下
に
は
、
山
間

に
佇
む
楼
閣
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
上
空
に
か
か
る
霞
が
金
の
砂
子
で
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

西
面
第
一
面 

①
の
東
面
と
同
じ
く
、
西
面
に
つ
い
て
は
、
基
本
情
報
の
み
記
し
、
詳
述
は

割
愛
す
る
。 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
二
．
九
㎝ 

ⅰ
一
行
書
「
山
中
・
・
」 

山
岡
鉄
舟
筆 
紙
本
墨
書 

 

一
三
八･

八
㎝
×
二
八･

六
㎝ 

 

ⅱ
壬
生
忠
岑
短
歌
（
色
紙
） 

紙
本
墨
書 

二
一･

四
㎝
×
一
八･

二
㎝ 

 

ⅲ
短
歌
（
短
冊
） 

紙
本
墨
書 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅳ
短
歌
「
勧
学
」（
短
冊
） 

正
斎
筆 

紙
本
墨
書 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅴ
楼
閣
図 

友
山
筆 

紙
本
墨
画 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅵ
墨
蘭
図 

紙
本
墨
画 

五
九･

四
㎝
×
二
七･

四
㎝ 

西
面
第
二
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
五
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
三
．
八
㎝ 

ⅰ
詠
山
振
花
歌 

丹
波
守
永
章
筆 

紙
本
墨
書 

三
六･

〇
㎝
×
五
三･

〇
㎝ 

 

ⅱ
宝
珠
図 

安
堂
筆 

紙
本
墨
画 

九
六･

四
㎝
×
二
九･

四
㎝ 

 

ⅲ
烟
江
勉
釣 

松
韻
筆 

紙
本
墨
画 

二
六･

〇
㎝
×
二
七･

六
㎝ 

 

ⅳ
短
歌
「
夏
不
二
」
（
短
冊
） 

忠
惟
筆 

三
六･

四
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅴ
山
水
画
賛 

紙
本
墨
書
画 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅵ
僧
侶
図 

紙
本
墨
画 

二
四･

八
㎝
×
二
七･

八
㎝ 

西
面
第
三
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
〇
㎝
×
九
一
．
二
㎝
×
三
．
八
㎝ 

ⅰ
五
言
絶
句
「
山
邨
春
・
・
」 

雪
山
筆 

紙
本
墨
書 

 

一
四
〇･

二
㎝
×
二
九･

六
㎝ 

 

ⅱ
短
歌
（
色
紙
） 

紙
本
墨
書 

二
〇･

〇
㎝
×
一
八･

〇
㎝ 

 

ⅲ
俳
句
（
短
冊
） 

負
山
筆 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅳ
短
歌
「
日
」
（
短
冊
） 

乕
法
筆 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅴ
山
水
図
（
短
冊
） 

紙
本
墨
画
淡
彩 

三
六･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅵ
菊
花
図 

東
明
筆 

紙
本
墨
画
淡
彩 

六
六･

四
㎝
×
二
六･

八
㎝ 

西
面
第
四
面 

（
法
量
）
外
寸 

一
八
三
．
〇
㎝
×
八
九
．
四
㎝
×
二
．
九
㎝ 

ⅰ
長
歌
及
び
反
歌 

大
江
春
平
筆 

紙
本
墨
書 

三
六･

二
㎝
×
五
三･

四
㎝ 

ⅱ
山
水
図 

柱
山
筆 

紙
本
墨
書
画 

一
〇
二･

六
㎝
×
三
〇･

〇
㎝ 

 

ⅲ
短
歌
「
対
亀
■
齢
」（
色
紙
） 

哲
■
筆 

二
一･

二
㎝
×
一
八･

〇
㎝ 

 
ⅳ
短
歌
「
嶺
上
松
」
（
短
冊
） 

全
孝
筆 

三
六･

四
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅴ
楼
閣
山
水
図
（
短
冊
） 

絹
本
着
色 

三
三･

二
㎝
×
六･

〇
㎝ 

 

ⅵ
布
袋
図 
昌
川
正
清
筆 

二
七･

四
㎝
×
二
七･

〇
㎝ 
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②
西
面
第
四
面
 

②
西
面
第
三
面
 

②
西
面
第
二
面
 

②
西
面
第
一
面
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③
（
東
面
）「
臨
藍
田
並
渓
山
不
尽
図
」 

（
西
面
）
唐
紙 

 
床
の
間
付
き
九
畳
間
南
側
の
、
畳
縁
四
畳
部
の
西
側
に
収
め
ら
れ
て
い
た
一

間
幅
の
襖
で
、
二
面
か
ら
な
る
。
式
台
玄
関
を
上
が
っ
て
す
ぐ
の
畳
縁
と
の
境

に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。
西
面
は
④
・
⑤
の
裏
面
と
同
じ
唐
紙
が
使
わ
れ
て

い
る
。 

東
面 

「
臨
藍
田
並
渓
山
不
尽
図
」 

鈴
木
香
峰
筆 

安
政
五
年 

紙
本
墨
画
金
砂
子 

 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 
一
七
三･

六
㎝
×
八
四･

〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･
八
㎝
×
九
〇･

二
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
三
．
八
㎝
×
八
四･

〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

外
寸 

一
八
三
．
八
㎝
×
九
〇･

二
㎝ 

第
二
面
の
左
上
隅
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
臨
藍
田
並
渓
山
不
尽
図 

安
政
五
戊
午
夾
鐘
下
浣 

香
峰
写
「
香
峰
□
□
」（
白
文
方
印
）「
□
□
」（
白
文
方
印
）
」 

年
記
か
ら
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
下
旬
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

作
者
は
、
吉
原
宿
脇
本
陣
扇
屋
の
当
主
で
、
宿
の
問
屋
役
を
務
め
、
晩
年
に

は
山
水
画
を
よ
く
し
た
鈴
木
香
峰
（
一
八
〇
八
〜
一
八
八
五
）
で
あ
る
。
作
者

に
つ
い
て
は
次
の
項
で
詳
述
す
る
。 

②
の
山
水
図
と
同
じ
引
き
手
が
使
わ
れ
、

第
一
面
中
景
か
ら
第
二
面
近
景
に
か
け
て
、
簡
素
な
家
々
が
軒
を
連
ね
る
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。 

             

④
（
西
面
）
山
水
図 

（
東
面
）
唐
紙 

床
の
間
付
き
九
畳
間
南
側
の
、
畳
縁
四
畳
部
の
東
側
に
、
一
間
幅
に
二
面
収

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
東
列
の
畳
縁
部
と
の
境
に
据
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

東
面
の
唐
紙
は
、
③
・
⑤
の
裏
面
と
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

西
面 山

水
図 

鈴
木
香
峰
筆 

紙
本
墨
画
金
砂
子 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 

一
七
三･

四
㎝
×
八
三･

六
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･

〇
㎝
×
九
二･

〇
㎝ 

③東面「臨藍田並渓山不

尽図」第二面 

③東面「臨藍田並渓山不

尽図」第一面 
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（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
三･

二
㎝
×
八
三･

四
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･

四
㎝
×
八
九･

六
㎝ 

第
一
面
の
右
下
隅
に
落
款
が
あ
り
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
香
峰
写
」 

③
と
同
様
、
鈴
木
香
峰
の
作
で
、
制
作
年
代
も
同
時
期
と
み
ら
れ
る
。
引
き 

手
も
、
②
の
山
水
図
及
び
③
と
同
様
の
金
の
菊
花
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
。
第
二

面
近
景
に
は
橋
を
渡
る
人
物
と
牛
、
中
景
に
は
橋
を
渡
る
馬
上
の
人
物
が
描
か

れ
、
は
る
か
遠
く
の
楼
閣
が
あ
る
町
へ
と
視
線
を
誘
う
。 

             

⑤
（
北
面
）「
武
陵
桃
源
之
図
」 

（
南
面
）
唐
紙 

 

畳
縁
東
南
角
の
二
畳
間
と
、
そ
の
北
側
の
畳
縁
五
畳
間
を
仕
切
っ
て
い
た
一

間
幅
の
襖
で
二
面
か
ら
な
る
。
五
畳
間
に
面
す
る
北
面
に
「
武
陵
桃
源
之
図
」

が
描
か
れ
、
南
面
に
は
、
③
・
④
の
裏
面
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
唐
紙

が
設
え
ら
れ
て
い
る
。 

北
面 

 

「
武
陵
桃
源
之
図
」 

鈴
木
香
峰
筆 

紙
本
着
色
金
砂
子 

 

 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙
一
七
三
．
七
㎝
×
八
三
．
五
㎝ 

 
 

外
寸
一
八
三
．
〇
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙
一
七
四
．
〇
㎝
×
八
四
．
〇
㎝ 

 
 

外
寸
一
八
三
．
〇
㎝
×
八
九
．
七
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

第
二
面
左
下
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
武
陵
桃
源
之
図 

 
 

安
政
五
戊
午
晩
春
写 

 
 
 
 
 
 
 
 

香
峰
道
人 

「
香
峰
□
□
」
（
朱
文
方
印
）
」 

 

陶
淵
明
の
名
文
「
桃
花
源
記
」
に
著
さ
れ
た
理
想
郷
・
桃
源
郷
を
主
題
と
し

た
も
の
で
、
③
・
④
と
同
じ
く
作
者
は
鈴
木
香
峰
で
あ
る
。
引
き
手
も
②
・
③
・

④
と
同
じ
金
の
菊
花
紋
で
あ
る
。
第
一
面
の
近
景
か
ら
第
二
面
に
か
け
て
は
、

退
色
が
著
し
い
が
、
か
つ
て
は
鮮
や
か
な
緑
青
で
彩
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

山
々
と
、
山
間
に
枝
を
伸
ば
す
白
い
桃
の
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
面
の
遠

景
に
は
、
白
い
桃
の
花
と
と
も
に
、
水
田
や
川
、
川
に
掛
か
る
橋
を
渡
る
母
子

④西面山水図第二面 ④西面山水図第一面 
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と
犬
、
草
葺
の
建
物
と
三
人
の
談
笑
す
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
空
に
は

②
・
③
・
④
と
同
じ
く
金
砂
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

              

⑥
（
南
面
）
山
水
図 

 

（
北
面
）
第
一
面
「
月
下
高
低
影
風
前
遠
近
杳
」 

第
二
面
「
香
木
清
浄
裡
韻
在
斎
寥
時
」 

付
書
院
脇
の
畳
縁
五
畳
間
と
、
そ
の
北
側
の
畳
縁
四
畳
間
と
の
境
に
据
え
付

け
ら
れ
て
い
た
一
間
幅
の
襖
で
、
二
面
か
ら
な
る
。
縁
の
内
側
に
位
置
す
る
面

は
、
書
院
の
壁
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、
表
裏
と
も
に
引
き
手
が
な
く
、
引
き
手

跡
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

南
面 

 

山
水
図 

鈴
木
香
峰
筆 

紙
本
墨
画
金
砂
子 

 

 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 

一
七
三･

四
㎝
×
八
三･

六
㎝ 

外
寸 

一
八
三･

四
㎝
×
八
九･

八
㎝
×
三･

〇
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
三･

六
㎝
×
八
三･

八
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二･

八
㎝
×
九
〇･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

第
二
面
左
上
隅
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
戊
午
中
呂 

 
 
 

香
峰
写
「
香

註

（

二

）

峰
」
（
白
文
方
印
）「
惟
忠
之
印
」
（
朱
文
方
印
）
」 

③
・
④
・
⑤
と
同
じ
く
、
鈴
木
香
峰
の
作
で
あ
り
、
年
号
は
な
い
が
、
干
支

か
ら
み
て
安
政
五
年
の
作
と
み
ら
れ
、
四
月
に
完
成
し
て
い
る
。
第
一
面
の
み

に
あ
る
引
き
手
も
、
②
・
③
・
④
・
⑤
と
同
じ
金
の
菊
花
紋
で
あ
る
。
第
二
面

は
書
院
の
壁
に
密
着
し
て
い
た
た
め
か
、
襖
の
骨
組
み
が
一
部
露
出
し
て
い
る
。

第
一
面
に
は
岩
山
と
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
面
近
景
に
は
馬
上
の
二
人

の
人
物
と
主
人
の
荷
を
担
ぐ
供
が
描
か
れ
、
中
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
は
、
全

体
に
退
色
が
著
し
く
判
然
と
し
な
い
が
、
湖
沼
の
よ
う
な
情
景
が
描
か
れ
て
い

る
。 

北
面
第
一
面 

 

「
月
下
高
低
影
風
前
遠
近
杳
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

⑤北面「武陵桃源之図」 

第二面 

⑤北面「武陵桃源之図」 

第一面 
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（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･

四
㎝
×
六
八･

〇
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･

四
㎝
×
九
〇･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

              

右
下
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
月
下
高
低
影
風
前
遠 

近
沓 

 

丁
酉
冬
日 

半
山
人
「
大
塚
□
□
」（
白
文
方
印
）「
半
山
人
」（
朱
文
方
印
）
」 

作
者
は
大
塚
半
山
（
一
八
四
四
〜
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
大
塚
半
山
は
、
名

を
義
一
郎
と
い
い
、
遠
州
榛
原
郡
初
倉
村
（
現
島
田
市
）
の
生
ま
れ
で
、
遠
州

地
租
改
正
の
交
換
米
取
消
運
動
や
静
岡
県
茶
業
振
興
に
尽
力
し
た
政
治
家
で
あ

る
。
晩
年
の
鈴
木
香
峰
に
画
を
師
事
し
て
い
た
。
本
作
は
明
治
三
〇
年
（
一
八

九
七
）
、
半
山
五
四
歳
（
数
え
年
）
の
作
品
と
み
ら
れ
る
。 

              

北
面
第
二
面 

 
「
香
木
清
浄
裡
韻
在
斎
寥
時
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･

〇
㎝
×
六
七･

八
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二･

八
㎝
×
九
〇･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

⑥南面山水図第二面 

⑥北面第一面「月下高低影

風前遠近杳」 

⑥北面第二面「香木清浄

裡韻在斎寥時」 

⑥南面山水図第一面 
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左
上
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
香
木
清
浄
裡
韻
在
斎
寥
時 

 
 

丁
酉
冬
日 

半
山
人
「
大
塚
□
□
」（
白
文
方
印
）「
半
山
人
」（
朱
文
方
印
）
」 

 

第
一
面
と
同
様
、
作
者
は
大
塚
半
山
で
、
制
作
年
代
は
明
治
三
〇
年
で
あ
り
、

竹
と
梅
が
描
か
れ
て
い
る
。 

⑦
（
南
面
）
山
水
図 

 

（
北
面
）
第
一
面 

「
春
涛
盈
峡
漲
仏
茗
満
壷
煎
」 

 
 
 
 
 

第
二
面 

「
蕭
々
洒
々
復
□
々
一
半 

風
■
■
■
清
」 

 

床
の
間
脇
の
一
間
幅
の
襖
で
、
二
面
か
ら
な
る
。 

南
面 

 

山
水
図 

紙
本
墨
画
金
砂
子 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 

一
七
一･

二
㎝
×
七
六･
二
㎝ 

外
寸 

一
八
一･

三
㎝
×
八
五･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
一･

二
㎝
×
七
六･

三
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
一･

〇
㎝
×
八
五･

〇
㎝
×
三･
〇
㎝ 

 

②
の
山
水
図
、
③
の
「
臨
藍
田
並
渓
山
不
尽
図
」
、
④
の
山
水
図
、
⑤
の
「
武

陵
桃
源
之
図
」、
⑥
の
山
水
図
と
同
じ
く
、
引
き
手
に
金
の
菊
花
紋
が
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
床
の
間
付
き
九
畳
間
及
び
そ
の
周
縁
部
の
畳
縁
の
襖
絵

で
あ
る
。
こ
の
山
水
図
は
、
②
の
山
水
図
と
同
様
、
落
款
が
な
く
作
者
や
制
作

年
代
が
不
明
だ
が
、
同
じ
部
屋
の
襖
で
あ
る
こ
と
や
、
画
題
、
作
風
か
ら
み
て
、

双
方
と
も
に
鈴
木
香
峰
の
作
で
、
制
作
年
代
も
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

             

北
面
第
一
面 

 

「
春
涛
盈
峡
漲
仏
茗
満
壷
煎
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･

二
㎝
×
六
七･

九
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二･

八
㎝
×
八
六･

六
㎝
×
三･

〇
㎝ 

 

右
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
春
涛
盈
峡
漲
仏
茗
満
壷
煎 

丁
酉
冬
日 

半
山
人
「
大
塚
□
□
」（
白
文
方
印
）

「
半
山
人
」
（
朱
文
方
印
）
」 

 

⑥
の
北
面
と
同
じ
く
、
作
者
は
大
塚
半
山
で
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
冬

⑦南面山水図第二面 ⑦南面山水図第一面 
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の
作
で
あ
る
。
次
の
第
二
面
も
同
様
で
あ
る
。 

北
面
第
二
面 

 

「
蕭
々
洒
々
復
□
々
一
半 

風
■
■
■
清
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･

二
㎝
×
六
八･

〇
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･

〇
㎝
×
八
六･

三
㎝
×
三･

〇
㎝ 

 

左
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
蕭
々
洒
々
復
□
々
一
半 
風
■
■
■
清 

丁
酉
冬
日 

半
山
人
「
大
塚
□
□
」

（
白
文
方
印
）「
半
山
人
」
（
朱
文
方
印
）
」 

             

⑧
（
西
面
）
山
水
図 

（
東
面
）
葛
布
か
？ 

 

北
東
部
の
八
畳
間
と
、
そ
の
東
側
の
畳
縁
四
畳
間
と
の
境
に
用
い
ら
れ
て
い

た
二
間
幅
の
襖
で
四
面
か
ら
な
る
。
畳
縁
に
面
し
た
東
面
に
は
、
葛
布
の
よ
う

な
目
の
粗
い
生
地
が
四
面
に
貼
ら
れ
て
い
る
。 

西
面 

 

山
水
図 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
第
一
面 

本
紙 

一
七
三
．
〇
㎝
×
八
二
．
〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二
．
〇
㎝
×
八
九
．
六
㎝
×
三
．
〇
㎝ 

（
法
量
）
第
二
面 

本
紙 

一
七
五
．
〇
㎝
×
八
三
．
五
㎝ 

 

外
寸 

一
八
二
．
〇
㎝
×
八
九
．
三
㎝
×
二
．
九
㎝ 

（
法
量
）
第
三
面 

本
紙 

一
七
五
．
五
㎝
×
八
三
．
三
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二
．
〇
㎝
×
八
九
．
六
㎝
×
二
．
九
㎝ 

（
法
量
）
第
四
面 

本
紙 

一
七
三
．
〇
㎝
×
八
二
．
〇
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
二
．
五
㎝
×
九
〇
．
〇
㎝
×
二
．
九
㎝ 

第
四
面
の
左
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
丙
申
春
日 

半
山
人
写
「
大
塚
義
印
」（
白
文
方
印
）「
畊
雲
□
□
」（
朱
文
方

印
）
」 ⑥

、
⑦
の
北
面
と
同
じ
く
、
遠
州
の
政
治
家
・
大
塚
半
山
の
作
で
あ
り
、
制

作
年
代
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
と
み
ら
れ
る
。
四
面
に
渡
り
、
近
景
に

は
生
い
茂
る
樹
木
が
描
か
れ
、
第
四
面
に
は
巨
大
な
岩
山
を
迫
力
あ
る
図
様
で

表
す
。
第
三
面
遠
景
に
は
帆
掛
け
舟
が
二
艘
描
か
れ
て
い
る
。 

⑦北面第二面 

「蕭々洒々復□々一半 

風■■■清」 

⑦北面第一面 

「春涛盈峡漲仏茗満壷煎」 
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⑧
西
面
山
水
図
第
一
面
 

⑧
西
面
山
水
図
第
二
面
 

⑧
西
面
山
水
図
第
三
面
 

⑧
西
面
山
水
図
第
四
面
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⑨
（
南
面
）
第
一
面
「
春
浦
征
帆
」 

第
二
面
「
白
雲
春
山
」 

 

（
北
面
）
板
戸 

 

東
列
畳
縁
の
北
端
に
あ
る
押
し
入
れ
に
使
わ
れ
て
い
た
一
間
幅
の
襖
で
、
二

面
か
ら
な
る
。
押
し
入
れ
内
部
に
接
す
る
北
面
は
板
戸
で
あ
る
。 

南
面
第
一
面 

 

 

「
春
浦
征
帆
」 
大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･
〇
㎝
×
六
七･

六
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
四･
〇
㎝
×
九
〇･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

 

右
上
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
春
浦
征
帆 

半
山
人
写
「
義
印
」（
白
文
方
印
）
「
半
山
人
」
（
朱
文
方
印
）
」 

大
塚
半
山
の
作
品
で
、
近
景
に
海
に
面
し
た
絶
壁
を
描
き
、
遠
景
に
海
上
を

進
む
舟
が
描
か
れ
て
い
る
。
春
の
の
ど
か
な
情
景
が
描
か
れ
る
。 

南
面
第
二
面 

「
白
雲
春
山
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･

〇
㎝
×
六
八･

〇
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
四･

〇
㎝
×
九
〇･

〇
㎝
×
三･

〇
㎝ 

 

右
上
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
白
雲
春
山 

半
山
人
写
「
義
印
」
（
白
文
方
印
）「
半
山
人
」（
朱
文
方
印
）」 

第
一
面
同
様
、
大
塚
半
山
の
作
品
で
、
春
霞
立
ち
込
め
る
深
山
を
遠
景
に
、

近
景
に
は
満
々
と
水
を
湛
え
る
川
や
舟
が
描
か
れ
る
。 

             

⑩
（
南
面
）
第
一
面 

「
秋
渓
清
詠
」 

第
二
面 

「
寒
江
独
釣
」 

 

（
北
面
）
板
戸 

 

北
東
部
の
八
畳
間
に
備
わ
る
一
間
幅
の
押
入
れ
に
使
わ
れ
て
い
た
襖
で
、
二

面
か
ら
な
る
。
北
面
の
押
し
入
れ
内
部
に
あ
た
る
面
は
、
板
戸
と
な
っ
て
い
る
。 

南
面
第
一
面 

 
「
秋
渓
清
詠
」 

大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
五･

五
㎝
×
六
七･

八
㎝ 

 
 
 
 

外
寸 

一
八
一･

五
㎝
×
八
六･

〇
㎝ 

⑨南面第二面 

「白雲春山」 

 

⑨南面第一面 

「春浦征帆」 
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左
上
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
秋
渓
清
詠 

半
山
人
写
「
義
印
」
（
白
文
方
印
）「
半
山
人
」（
朱
文
方
印
）」 

 

大
塚
半
山
の
作
で
、
秋
の
情
景
が
描
か
れ
る
。 

南
面
第
二
面 

 

「
寒
江
独
釣
」 
大
塚
半
山
筆 

紙
本
墨
画 

 

（
法
量
）
本
紙 

一
三
七･
四
㎝
×
六
七･

八
㎝ 

 
 
 
 
 

外
寸 

一
八
三･
〇
㎝
×
八
五･

六
㎝
×
三･

〇
㎝ 

左
上
部
に
落
款
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
寒
江
独
釣 

 
 
 

丁
酉
冬
日
於
富
士
山
麓
家
□
下 

 
 
 
 
 

半
山
人
写
「
義
印
」
（
白
文
方
印
）
「
半
山
人
」（
朱
文
方
印
）」 

年
記
か
ら
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
冬
の
作
と
み
ら
れ
、「
於
富
士
山
麓

家
□
下
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
で
描
か
れ
た
作
品
の
よ
う
で
あ
る
。
冬

の
山
間
の
渓
谷
で
独
り
釣
り
糸
を
た
れ
る
人
物
を
描
い
た
、
唐
の
柳
宋
元
の
詩

を
主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
。 

⑨
と
⑩
の
襖
絵
は
、
四
季
を
描
く
主
題
で
あ
り
、
本
紙
の
法
量
も
ほ
ぼ
一
定

で
、
印
章
も
全
て
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に
同
じ
事

情
で
描
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
⑩
の
第
二
面
の
落
款
か
ら
、
こ
の
一
連
の

作
品
は
、
半
山
が
こ
の
地
に
滞
在
し
、
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
れ
る
。 

 

   
  

 

 
 

        

総
括 

 

こ
こ
ま
で
、
一
〇
種
の
襖
を
概
観
す
る
と
、
六
所
家
が
各
部
屋
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
。 

 

ま
ず
、
先
祖
祀
り
の
神
棚
付
き
の
八
畳
間
に
つ
い
て
は
、
神
棚
に
向
か
っ
て

左
右
の
襖
に
和
歌
や
漢
詩
な
ど
の
書
や
画
を
貼
り
交
ぜ
た
襖
が
使
わ
れ
て
い
る
。

六
所
家
は
、
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
東
泉
院
が
整
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、

邸
内
に
あ
っ
た
日
吉
浅
間
神
社
な
ど
の
管
理
に
専
従
し
、
神
職
を
全
う
す
る
こ

と
と
な
る
。
多
く
の
家
で
先
祖
祀
り
の
場
と
い
え
ば
仏
壇
が
想
定
さ
れ
る
で
あ

⑩南面第二面 

「寒江独釣」 

⑩南面第一面 

「秋渓清詠」 
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ろ
う
が
、
当
家
の
場
合
は
そ
れ
が
神
棚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
戸
後
期
か
ら

幕
末
に
か
け
て
は
、
国
学
が
隆
盛
し
た
時
代
だ
が
、
そ
の
牽
引
車
と
な
っ
た
の

が
、
各
地
の
神
職
者
だ
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に

貼
ら
れ
た
作
品
は
、
六
所
家
に
集
い
国
学
を
学
ぶ
機
会
の
あ
っ
た
人
々
の
作
品

の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
、
詳
細
な
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

次
に
、
床
の
間
付
き
の
九
畳
間
で
あ
る
が
、
床
の
間
に
向
か
っ
て
左
の
襖
及

び
床
の
間
脇
の
一
間
幅
の
襖
、
こ
の
部
屋
の
周
縁
部
の
畳
縁
を
仕
切
る
四
箇
所

の
襖
全
て
に
鈴
木
香
峰
の
作
品
が
用
い
ら
れ
、「
鈴
木
香
峰
の
間
」
と
い
っ
た
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
周
縁
部
の
畳
縁
と
の
境
に
は
、
採
光
と
通
風
の
た

め
障
子
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
屋
は
、
主
屋
に
お
い
て
最
も
高
い
格
式

の
部
屋
で
あ
り
、
全
て
の
襖
の
引
き
手
に
金
の
菊
花
紋
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
作

者
・
鈴
木
香
峰
も
当
時
の
六
所
家
及
び
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
人

物
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

次
に
、
東
北
角
の
八
畳
間
で
あ
る
が
、
北
側
の
一
間
幅
の
押
し
入
れ
及
び
そ

の
東
隣
の
一
間
幅
の
押
し
入
れ
、
東
側
の
二
間
幅
の
襖
、
南
側
の
一
間
幅
の
襖

に
、
鈴
木
香
峰
の
弟
子
・
大
塚
半
山
の
作
品
が
使
わ
れ
、
こ
ち
ら
は
「
大
塚
半

山
の
間
」
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
北
側
に
あ
る
縁
側
と
の
境
に
は
障
子
が
入
り
、

東
側
九
畳
間
と
の
境
の
襖
に
は
、
両
面
唐
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
屋
は
、

家
族
の
寝
室
と
し
て
使
わ
れ
た
日
常
的
空
間
で
あ
る
。 

 

一
方
、
先
の
石
川
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
の
主
屋
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
こ
で
紹
介
し
た
襖

絵
の
数
々
は
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
三
〇
年
こ
ろ
の
作
品
が
多
く
、
こ
の
主
屋

の
前
身
の
建
物
に
使
わ
れ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
新
築
に
あ
た
っ
て
既
に
所
蔵

し
て
い
た
作
品
を
表
装
し
直
し
た
可
能
性
が
高
い
。 

 四
、
鈴
木
香
峰
に
つ
い
て 

 

こ
こ
で
、
先
程
来
登
場
す
る
鈴
木
香
峰
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

鈴
木
香
峰
は
、
名
を
惟
忠
、
通
称
を
伊
兵
衛
と
い
い
、
後
に
耕
蔵
と
改
め
て

い
る
。
香
峰
と
は
雅
号
で
、
四
二
歳
こ
ろ
ま
で
は
高
峰
と
い
う
雅
号
も
使
用
し

て
い
た
。
香
峰
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
、
幕
臣
・
原
権
次
郎
の
三
男
と
し

て
江
戸
四
谷
の
西
念
寺
横
町
（
現
在
の
新
宿
区
若
葉
）
に
生
ま
れ
、
文
政
一
一

年
（
一
八
二
九
）
、
二
二
歳
の
時
に
、
吉
原
宿
脇
本
陣
扇
屋
の
婿
養
子
に
入
る
。

香
峰
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
六
〇
歳
で
引
退
す
る
ま
で
、
宿
の
問
屋
と
し

て
人
馬
継
立
を
円
滑
に
す
す
め
る
こ
と
に
邁
進
し
、
宿
組
合
取
締
役
を
務
め
、

農
兵
隊
の
統
率
・
指
導
に
あ
た
る
な
ど
宿
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
す
る
一
方
で
、

和
歌
を
た
し
な
み
書
画
に
長
け
た
文
人
で
も
あ
っ
た
。
在
職
中
の
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
に
は
、
一
四
代
将
軍
家
茂
が
東
泉
院
に
宿
泊
し
て
お
り
、
香
峰
が
指

導
し
て
い
た
農
兵
の
訓
練
の
様
子
を
富
士
川
河
原
で
見
学
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
香
峰
の
文
人
と
し
て
の
側
面
を
紹
介
し
て
い
く
。
香
峰
は
、
次
兄

と
み
ら
れ
る
江
戸
の
国
学
者
・
原
久
胤
（
生
没
年
不
詳
）
の
影
響
か
ら
か
、
和

歌
を
よ
く
た
し
な
ん
で
い
る
。
原
久
胤
は
、
富
士
市
神
谷
の
旧
家
・
伊
達
家
と

交
流
が
あ
り
、
伊
達
家
六
代
目
本
益
敏
則
は
、
久
胤
の
一
番
弟
子
で
香
峰
と
も
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親
し
く
し
て
い
た
。
伊
達
家
所
蔵
の
歌
集
『
う
つ
そ
ひ
の
も
と
』
に
は
、
惟
忠

（
香
峰
）
の
ほ
か
、
伊
達
家
六
代
目
敏
則
や
遠
州
の
国
学
者
・
石
川
依
平
（
一

七
九
一
〜
一
八
五
九
）
、
原
久
胤
ら
の
歌
が
編
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
館
の
脇

本
陣
鈴
木
家
旧
蔵
資
料
に
あ
る
歌
集
に
は
、
惟
忠
（
香
峰
）
、
石
川
依
平
門
下
で

伊
豆
国
学
の
祖
・
竹
村
茂
雄
に
学
ん
だ
今
泉
村
木
綿
島
（
現
富
士
市
今
泉
）
の

渡
辺
親
保
（
平
右
衛
門
）
な
ど
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

一
方
、
江
戸
四
谷
に
生
ま
れ
た
香
峰
は
、
同
じ
く
江
戸
四
谷
の
大
番
町
（
現

在
の
新
宿
区
大
京
町
）
に
住
む
旗
本
で
画
家
の
大
岡
雲
峰
（
一
七
六
四
〜
一
八

四
八
）
に
師
事
し
て
い
た
。
雲
峰
は
山
水
人
物
に
長
じ
た
鈴
木
芙
蓉
（
一
七
四

九
〜
一
八
一
六
）
の
門
人
で
、
兄
弟
弟
子
に
は
谷
文
晁
が
お
り
、
山
水
花
鳥
を

得
意
と
し
て
い
た
。
雲
峰
亡
き
後
は
次
男
の
雪
峰
に
学
び
、
後
に
遠
州
見
附
（
現

在
の
磐
田
市
）
の
画
人
で
渡
辺
崋
山
門
下
の
福
田
半
香
（
一
八
〇
四
〜
一
八
六

四
）
に
も
画
法
に
つ
い
て
助
言
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。
香
峰
が
得
意
と
し
た

の
は
南
画
や
文
人
画
と
も
呼
ば
れ
る
山
水
画
で
、
中
国
の
故
事
を
主
題
と
し
た

作
品
を
多
く
遺
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
香
峰
の
作
品
で
、
最

も
年
代
が
古
い
も
の
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
五
九
歳
の
時
に
描
か
れ
た

「
秋
景
山
水
図
」（
当
館
蔵
）
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
襖
絵
は
、
安
政
五
年
（
一

八
五
八
）
香
峰
五
一
歳
の
作
で
、
更
に
遡
る
作
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
当
館
蔵
の
脇
本
陣
鈴
木
家
旧
蔵
資
料
に
は
、
香
峰
と
交
流
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
著
名
人
の
作
品
が
多
く
み
ら
れ
る
。
和
歌
に
秀
で
た
国
学
者
で
、

香
峰
の
師
・
大
岡
雲
峰
と
も
交
流
が
あ
っ
た
千
種
有
功
（
一
七
九
七
〜
一
八
五

四
）
、
江
戸
後
期
の
名
筆
家
・
巻
菱
湖
（
一
七
七
七
〜
一
八
四
三
）
、
同
じ
く
書

家
の
市
河
米
庵
（
一
七
七
九
〜
一
八
五
八
）
ら
の
作
品
で
あ
る
。
い
わ
ば
片
田

舎
の
吉
原
宿
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
面
々
と
交
流
が
あ
っ
た
香
峰
の
存
在
は

非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
香
峰
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
「
青

緑
山
水
図
」
と
「
富
士
図
」
を
出
品
し
、
宮
内
省
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
買
い
上

げ
て
い
る
ほ
か
、
同
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、

「
水
墨
山
水
図
」
を
出
品
し
褒
状
と
い
う
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
晩
年
に
は
静

岡
県
南
画
界
の
巨
星
と
称
さ
れ
、
後
進
た
ち
に
も
慕
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

六
所
家
主
屋
の
襖
絵
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
個
々
の
調
査
が
未
熟
な

も
の
も
あ
り
、
今
後
詳
細
な
調
査
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を

報
告
し
、
六
所
家
の
位
置
付
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
特
に
襖
や
主
屋
の
成
立

事
情
に
つ
い
て
は
、
大
量
に
遺
さ
れ
た
古
文
書
群
か
ら
も
手
が
か
り
と
な
る
内

容
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
六
所
家
総
合
調
査
が
円
滑
に
進
み
、
そ
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。 

 
 

本
文
註 

註
一
、
竹
谷
靭
負
著
『
富
士
山
の
祭
神
論
』
岩
田
書
院
発
行
、
平
成
一
八
年 

註
二
、
二
つ
の
印
章
は
、
天
地
逆
に
捺
さ
れ
て
い
る
。 



 21

主
要
参
考
文
献 

石
川
薫
一
級
建
築
設
計
事
務
所
編
集
『
六
所
邸
建
物
現
況
調
査
報
告
書
』
富
士

市
教
育
委
員
会
発
行
、
平
成
一
九
年
三
月 

新
庄
道
雄
著
・
足
立
鍬
太
郎
修
訂
・
飯
塚
傳
太
郎
補
訂
『
修
訂
駿
河
国
新
風
土

記
下
巻
』
国
書
刊
行
会
発
行
、
昭
和
五
〇
年 

富
士
市
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
第
三
九
回
企
画
展
幕
末
の
問
屋
役
吉
原
宿
の

鈴
木
香
峰
』
平
成
一
三
年 

 

（
当
館
学
芸
員
） 

            

      


